
学校法人修道学園学校法人修道学園学校法人修道学園学校法人修道学園    

広島市安佐南区大塚東一丁目１－１ 

                                                            

  法法法法        人人人人        概概概概        要要要要 

● 沿革 

  1725 年 藩校｢講学所｣創始 

  1887 年 私立修道学校設立 

  1905 年 私立修道中学校設立 

1952 年 修道短期大学商科設立 

1960 年 広島商科大学商学部商業学科設立 

1973 年 広島修道大学に校名変更      

   

● 雇用状況（平成 24 年 6 月 1 日現在） 

  従業員数   474 人（除外率一部 30％） 

  うち障害者数   9 人 

(うち重度障害者数 3 人)  

 

● 経営理念 

｢修道｣という名は，古典の一つ『中庸』の｢天命之謂性 率性之謂道 修道之謂

教｣（天の命これを性といい，性に率うこれを道といい，道を修めるこれを教えと

いう）に由来します。この建学の精神に基づき，有為な人材を育成することを理

念としています。 

   

● 主な受賞歴 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長努力賞受賞（平成 23 年度） 

広島県障害者雇用優良事業所知事表彰（平成 24 年度）   
   

  事 業 内 容事 業 内 容事 業 内 容事 業 内 容                                    教育・研究（修道中学校，修道高等学校，広島修道大学） 

 

  

  

  障害者雇用に向けて障害者雇用に向けて障害者雇用に向けて障害者雇用に向けて    

● 始まり始まり始まり始まり    

教職員の雇用に関しては，全てが公募による採用であり，障害の有無を一切問う

ことはありません。また合否にも影響させることはありません。 

 

TEL：082-830-1105 

FAX：082-830-1325 

http://www.shudo-u.ac.jp/(大学) 
//www.shudo-h.ed.jp/（中学校・高等学校） 

 



 私たち修道学園教職員に与えられた使命は，学生や生徒のみなさんに教育を通じて奉仕すること，そして地域社会に貢献することです。障害を有する人であろうとなかろうと，その使命に異なることはありません。 そのために，教職員の誰しもが働きやすい環境を整備することは，学園としての当然の責任です。本学園は，教育機関として，様々な個性・特徴を有する学生や生徒を迎え入れます。大切な一人ひとりの学びの環境を整え続けること，これは更に大きな責任です。 幸いにも，学園には，学生・生徒も含め，どんな小さな声であっても真摯に受け止め，議論し，改善，発展に繋げようとする，優しくも強い自然な空気が溢れています。 学園を構成するみなさんが，お互いに相手の立場を理解し，尊敬し合い，ほんの少しでもいいから自分の時間や気持ちを相手に捧げ合う，この素敵な風土を継承していきたいと思っています。    
   総務課で働く有馬主任主事からのメッセージ  車椅子使用で動きに制限のある私は，大学職員として採用され，ハンディのあることにできるだけ甘えないという覚悟を持ちながら，かつ多くの他の職員と同じように，当たり前に通勤し，普通に日々働いています。その感覚で過ごし，20 年以上が経ちました。 誰でもが，働くということは，辛いこともあるでしょう。楽しいことも勿論あって当然です。私も皆さんと同じように感じる，そのうちの 1 人であることに変わりありません。 ただ違うのは，身体的にどうしてもできないことがあり，手を借りなければいけない場面があるということです。そのために設備投資が必要な場合もあります。そんな時，自らの要望を声にして発することは，とても大切なことだと常々思っています。 私だからこそできる最大のことは，私が普通に職員として存在する姿を，周囲の人たちに見てもらうことだと考えています。私の姿を見てもらうことが，職場や社会に還元できていることなのかもしれません。 人間誰しもできないことは抱えています。できないこともある一方で，できることも存在します。 ですから障害者雇用なんて，本来は何も特別なことではないはずなのです。「雇用促進」の類といった，特別な言葉がなくても，「一緒にハンディのある人も働いてるよ」，という世の中になってほしいものです。本学のような感覚が，世の中に溢れていくように願います。 
     

● 取組取組取組取組みみみみ 

◇通路や教室内へのスロープの設置，トイレの改修，扉の自動ドア化，点字ブロック，エ

レベーターの設置など絶えず継続してキャンパス内のバリアフリー化をすすめています。 

◇職員の人事異動に関しては，採用後，障害の有無に関わらず、毎年，自身の希望を伝え

ることのできる制度が確立しており、必要に応じて、配属先の環境整備を行っています。   
  

  

 

  
   

   

 

岡原重則 人事課長 談 


